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車いす利用者の心のバリアフリーを実現し、緊急時に避難するという選択肢を提供する

20230901版

JINRIKI® QUICK3活用のご提案
着脱式 車いす

けん引装置
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車いすの特徴（走破性の課題）

コンディション 使 用 状 況 走破性 評 価

舗 装 路 一般舗装路 ○ 一般舗装路においては問題なし。

段 差

一般舗装路等における段差

△

車いすでも段差が小さければ問題ないが、大
きな段差や、利用者の体重が重い・操作者
が女性や子供等の弱者の場合などは、段差
を越えらない。

砂 利 道 砂利道、デコボコ道、山道等、砂
地などの未舗装路、不整地

× 舗装路に近い場所を除き、ほぼ走行不可能。

未舗装でも凹凸がない平地であれば可能。未舗装路 △

急 な 坂 道
急な登り坂道（舗装路含む）

×
ほぼ走行不可能。
走行には屈強な補助者が必要。

雪 道
圧雪路、新雪、深雪、ゲレンデ等

×
積雪地帯では日常的な使用すら困難。

増 水 時
水たまり、内水等水害時

△
一般舗装路で路面の見える水深と透明度
の場合使用可能であるが、それ以外は前輪
のつまづき等があり、危険を伴う。

車いすの走破性

○：走行可能 △：一部または操作方法により一部走行可能 ×：走行不能
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車いす利用者に関する現状の課題

完璧なバリアフリー化には限界がある

・ 車いすは、舗装道路での使用が前提であり、日常でも
少しの段差や砂利道などの悪路では移動が困難。

・ 地震や水害などの災害時には、障がい者や

要介護者が避難を諦めたり、避難に間に合わない

事例が発生している。

・ 観光地や各種施設の大掛かりなバリアフリー化は、
費用面や環境保護の観点から進みづらい。

【参考】車いす販売・保有の現状
・ 国内販売台数：約50万台/年
・ 推定保有台数：約700万台
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課題解決のための活用

・課題解決のため、『着脱式』車いすけん引式装置

「JINRIKI®QUICK3」（以後JINRIKI®と表記）を開発。

・車いすユーザーにとって、「JINRIKI®」の使用により、

①視野や行動範囲を広げ、介助者の負担を減らし、
ユーザー・介助者の“心のバリアフリー”を実現。

②災害時に避難を諦めていた“避難するという選択肢”
が増える。

③最小限のバリアフリー化でも、行きたかった観光地を
訪問できる可能性が高まる。（選択肢が増える）
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ＪＩＮＲＩＫＩ®の仕組み

－世界初の『着脱式』車椅子けん引装置－
普段の車いすが

『押す車椅子から、引くことで移動がスムーズ』な車いすへ
「JINRIKI®」は車いすにけん引レバーを装着し、人力車のように「前輪を浮かせて引く」ための装置です。

坂道・段差・がれき・降雪等の不整地で車いすを「押して」移動するにはかなりの労力が必要ですが、
「JINRIKI®」なら、テコの原理で体重と体全体の力を利用することで、負担が軽くなりスムーズな移動が可能

になります。
非常時の緊急避難やアウトドアでも活躍、より安心で、心豊かな暮らしをサポートします。
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福祉における活用 （日常生活用具給付制度）

車いす利用者の日常的な外出で、長い距離や、坂道、舗装されていな
い場所での介助者の負担はかなりのものです。
介助者の負担を大幅に削減することで、車いす利用者が気軽に外出
の介助を頼みやすくなり、結果的に行動範囲が広がり、日常生活の質
向上に繋がります。
特に、積雪時や不整地を通る外出では大きな効果を発揮します。

【日常生活用具給付制度について】
埼玉県鴻巣市、長野県山ノ内町などでは、JINRIKI®を「日常生活用具（移動・移乗支援

用具）給付制度」の補助対象として受理した実績がございます。

申請の流れは、市町村福祉担当に補助申請⇒担当者による必要性の確認・検討⇒必要
性の認定⇒補助の確定 となります。
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福祉における活用事例（学校での活用）

小中学校で差別解消の取り組みとして
「JINRIKI」が活用されています

車いす利用児童が、遠足や修学旅行の際にクラスの仲間と一緒に参加

できないという課題解決のために「JINRIKI」が活用されました。

神奈川県や愛知県の小学校で遠足や修学旅行に車いす利用児童が一緒
に参加できるように、クラス全員で「JINRIKI」を使ってサポートするなどの取り
組み事例が報告されています。

車いす利用のクラスメイトと一
緒に修学旅行に行きたいからと
「JINRIKI」貸し出しの要望があり、
デモ機の貸し出しに応じました。

修学旅行はコロナで中止とな
りましたが、心温まるお礼の手
紙をクラス全員からいただきま
した。

（左は、お手紙から一部を抜粋）
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災害時避難の現状

災害時の避難困難者

人口の最大3割が
避難できない・あきらめている

災害時の避難困難者
（要介護、障がい者、妊婦、幼児、病人等、要配慮者）

介助者や家族が、避難時の介助のために
巻き添えになる場合も…
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様々な路面の状況

要配慮者【災害時】

高齢者3186万人（要介護・要支援認定者600万人痴呆症462万人他）

障がい者467万人（身体障害者、視覚障害者、知的障害者）

妊婦、ケガ・病人、小学生低学年以下小さな子供

坂道、階段、段差、雪、砂利道、砂浜、
路上障害物、豪雨、土砂、汚泥、火山灰、

瓦礫、倒木、倒壊、地割れ等

要配慮者（車いす、視覚障害）の移動は難しい

災害時避難の現状
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災害時避難における活用

早い避難は最大の防災対策！

直近の使用事例：2021年10月
和歌山水道橋崩落断水時の給水車から各家庭への飲料水の運搬に利用



p11Copyright © JINRIKI. All Rights Reserved. 

災害時避難「個別避難計画」 「水防法」対応における活用提案

【個別避難計画における現状】

「災害対策基本法」が改正・施行され、「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」の改定・公表を
受けて、市町村が優先度が高いと判断する避難行動要支援者について、概ね5年程度で個別避難計画の作成
に取り組んでいただきたいことや個別避難計画の作成手順などが示された。（令和4年版 防災白書より）

これに伴い、各市区町村で個別避難計画作成に取り組んでいるが、車いす利用者をはじめ関係者からは、実
際に災害が起きた場合に、事前に定めた避難場所への移動が計画通りにできるかを不安視する声もある。

【参考】

あるアンケートでは、事前避難の実効性を高めるための課題として上位に挙がっていた項目は、「住民の理
解や防災意識の向上」「事前避難所の確保」と合わせて、「要配慮者への対応」「避難先への移動手段の確保」
が続いた。

【JINRIKIの活用提案】
車いすけん引装置「JINRIKI」を避難計画策定や避難訓練実施に活用していただくことで、実効性の高い計画の
策定及び訓練の実施、実際の災害時に人的被害を最小限に抑える一助になると考えております。
先ずは、弊社担当者までお問い合せ賜りますよう、ご案内申し上げます。

【水防法における現状】

近年、豪雨や大型台風による甚大な災害が発生しており、今後も気候変動による風水害のさらなる頻発化・激
甚化が懸念されている。国土交通省は、災害時に避難が困難とされる要配慮者が利用する施設について、市町
村を通じて、避難計画の策定及びそれに基づく避難訓練の実施と実施報告を義務付けている。
平成29年、令和3年に水防法及び土砂災害防止法が改正され、要配慮者が利用する施設の所有者または管

理者について、洪水時等の防災体制や訓練に関する事項を定めた「避難確保計画」を作成し、各市町村長に届
け出ることが義務づけられ、併せて、避難確保計画に基づいた避難訓練を、最低年1回実施すること、避難訓練
を実施した場合、その結果を市町村長に報告することが義務化された。

各要配慮者利用施設では、避難計画を策定、避難訓練を実施しているが停電時の車いす利用者の縦方向へ
の移動や、施設外の安全な場所への移動に対して現状の計画で対応できるか、不安視する声もある。
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観光（ユニバーサルツーリズム）活用事例

観光地におけるJINRIKI導入事例

パラリンピック・スキー選手団
鳥取砂丘
上高地
世界遺産「平泉」
京都市営観光案内所
ムーミンバレーパーク
札幌雪祭り
兼六園
山梨神明の花火
カナダアウトドアフィールド
ハワイオアフ島 他多数

ハワイJINRIKIレンタル

京都市営観光案内所・清水寺
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観光（ユニバーサルツーリズム）活用事例

藤沢市 江の島強力（ごうりき）プロジェクト

• NPO法人湘南ウォーターセーフティー協会が藤沢市
との共同事業として取り組んでいます。

・400段の階段がある江の島の頂上に
は、車いす利用者は到達することが
できませんでしたが、かつて登山など
で荷物持ちとして活躍した「強力」に
ちなんで「強力プロジェクト」を発案。
「JINRIKI」を活用し、車いす利用者と
チームで江の島の頂上を目指します。

・平常時には、観光の取り組みとして、
災害時には緊急避難の取り組みとし
て位置付けています。

・ＮＰＯとして人が車いす利用者を運ぶ
仕組みを発案。「あきらめていた」人
たちと共に楽しく挑戦を続けています。
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観光（ユニバーサルツーリズム）行政の事例

長野県でのユニバーサルツーリズム事例

2023年度には、県内観光事業者が車いすけん引装置を購入する際の半額補助を決定
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スポーツイベントにおける活用事例

JINRIKIをスポーツイベントの医療対応に活用

福岡マラソン
2014年から毎年11月に福岡市と糸島市で開催される市民参加型のマラソン
大会。マラソン、車いす競技、ファンラン合わせて14,000名が参加する。
主催は、一般財団法人福岡陸上競技協会、福岡市、糸島市

JINRIKIの活用
安心安全な大会運営のため、医療救護関連業務ボランティアを募り、医療・介
護系専門学校の学生等が参加。

体調不良や足が痙攣するなどコース上で走る
ことができなくなったランナーをコース外や救護所
へ搬送するため、一定間隔で「JINRIKI」を装
着した車いすを配備し、1大会あたり10回程度
出動しているとのこと。

運営担当者は、素早く、長い距離でも少人数
のボランティアで搬送でき、福岡マラソン実行委
員会では、今後も継続使用していくとのこと。
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ＪＩＮＲＩＫＩ活用によるメリット

対処可能な関連法律・基準 これまで進まなかった要因

多額な財源・資金が必要

対応する手段・方法がない

前例がない

環境保護優先…など

JINRIKIが
問題解決の
きっかけに！

障害者差別解消法
学校教育法（障害者差別解消法に準拠）

災害対策基本法
（災害時における円滑かつ迅速な避難の確保）
（個別避難計画の作成）
（水防法等に基づいた避難確保計画の作成）

自然公園法（旧国立公園法）

世界遺産登録基準（自然公園法に準拠）

JINRIKIは障がい者や高齢者への差別をなくし、
命を守り、環境を守り、法律を守るためのツールです。
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国の取り組み

↑ 自民党本部で
JINRIKI勉強会開催

← 内閣官房国土強靭化
民間取組事例として掲載
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特許関係/各種許可・認証

国内外 関連特許を取得

・発明名称：車椅子移動支援具

・特許・国際特許（ＰＣＴ ）

・日本国特許番号：特許第５７５０７０４号

・意匠登録：登録第１４７９６８４号

・商標登録：登録第５５６３１７２号

・実用新案登録：登録第３１７５８３２号

・米国、韓国、ＥＰ、中国でも特許取得

経済産業省 令和２年度産業標準化推進事業

戦略的国際標準化加速事業：政府戦略分野に係る国際標準開発活動として

テーマ名：車椅子牽引用レバーに関するJIS開発 として採択・委員会発足
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ＪＩＮＲＩＫＩ導入自治体（一例）

北海道：初山別村、宮城県：仙台市、亘理町、新潟県：新潟市、上越市、妙高市、
長野県：長野県、岡谷市、諏訪市、茅野市、松本市、飯田市、富士見町、下諏
訪町、箕輪町、群馬県：伊勢崎市、栃木県：日光市、東京都：千代田区、杉並区、
葛飾区、板橋区、江戸川区、大田区、渋谷区、八王子市、神奈川県：横浜市、
厚木市、小田原市、大和市、藤沢市、鎌倉市、二宮町、千葉県：浦安市、船橋
市、南房総市、埼玉県：さいたま市、川越市、蕨市、戸田市、坂戸市、鶴ヶ島市、
静岡県：静岡県、小山町、愛知県：名古屋市、蒲郡市、新城市、豊橋市、長久手
市、尾張旭市、稲沢市、田原市、幸田町、武豊町、岐阜県：岐阜市、中津川市、
瑞浪市、飛騨市、美濃加茂市、三重県：三重県、熊野市、志摩市、亀山市、伊
勢市、朝日町、東員町、南伊勢町、大阪府：大阪府、大阪市、堺市、泉佐野市、
枚方市、奈良県：大和郡山市、石川県：小松市、福井県：福井市、越前市、兵庫
県：高砂市、播磨町、広島県：東広島市、岡山県：岡山県、岡山市、島根県：島
根県、徳島県：海陽町、高知県：須崎市、愛媛県：愛媛県、福岡県：福岡市、久
留米市、小郡市、佐賀県：唐津市、長崎県：長崎県、熊本県：熊本市、大分県：
大分市、佐伯市、杵築市、宮崎県：宮崎市、鹿児島県：鹿児島市、姶良市 ほか

※福祉協議会、自治会、消防団等の導入実績を含む

導入実績 （販売店経由での導入もあるため、把握している一部）
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ウクライナ避難民支援活動

ウクライナ避難民に向けて「ＪＩＮＲＩＫＩ」を現地に寄贈する取り組みを実施

2022年4月、「避難が難しいウクライナの車いす利用者を救済」として、
ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞや募金による資金協力を募り約4千万円が集まった。
この資金を活用して、5月と9月にJINRIKI開発者の中村氏が、隣国ポー
ランドへ渡航し195台を寄贈。2023年2月末には、340台を船便で出荷。6

月にポーランドの拠点に到着し、その後、拠点からウクライナ国内の車い
す利用者に届けられている。（2023年9月上旬に全台数を寄贈終了予定）

在ポーランド大使館にて、
大使も実際に体験。

今後の協力を申し出てい
ただいた。

ウクライナからの避難民で
構成される団体「フュー
チャー・フォー・ウクライナ」
へ20台を寄贈。

「フューチャー・フォー・ウクラ
イナ」がキーウの病院へＪＩＮ
ＲＩＫＩを届け、使い方をレク
チャー。
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JINRIKI®QUICK3について

装着はワンタッチ！公共施設・避難所など、省スペー
スでの備蓄が可能
（国内車椅子の90％に装着可能）

緊急避難時はもちろん 日常的な外出やアウトドアへ
の用途にも対応 。

消防団・介護施設・観光地・公共交通機関などに備
蓄しておけば車いす利用者を安全に介助できます。
※機種によってお取り付けができない場合があります。

●サイズ：
縮めた状態826mm 伸ばした状態1226mm

●重量： 3500ｇ
●取付適応サイズ（車椅子幅）

300mm～480mm（パイプ芯寸法）

●材質：取付バーを含む本体はSUSステンレス
一部鉄、その他の部分は樹脂部品

JINRIKI® QUICK3（ジンリキクイック3）

60,280円（税込）

JINRIKI®QUICK3 販売価格

◀動画でご覧いただけます。
https://youtu.be/ozHWEKJkPvs

https://youtu.be/ozHWEKJkPvs
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JINRIKI®QUICK3の専用バッグについて

牽引者がリュックとして背負うことが
できます。

リュックを背負った状態で、内蔵フッ
クを使用し、JINRIKIとジョイントするこ
とができ、両手を離したまま牽引がで
きます。

●サイズ：
幅270mm×高さ100mm×長さ900mm

●重量：700ｇ
●材質：ポリ塩化ビニール

収納用 専用バッグ

76,780円（税込）

JINRIKI®QUICK3専用バッグ付 販売価格

JINRIKI®QUICK3と

専用バッグのセットです

JINRIKI® QUICK3_専用バッグ付
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JINRIKI®開発者紹介と開発の経緯

開発者ご紹介 開発者メッセージ

JINRIKI®QUICK3は、㈱JINRIKIが所有する特許の使用許諾を得て
㈱名鉄百貨店が、製造・販売を担っています。

これまで車いす利用者にとって、災害時
の避難やバリアフリー以外の外出・旅行
をあきらめていた方が少なくありません。
しかし、JINRIKIを使用すればそれが可能
となります。

その影響は車いす利用者のみならず、
その家族や友人知人、さらには観光事業
者や公共施設等の受け入れ事業者に
とっても多くのメリットを生み出すことにな
ると思っています。

特に昨今頻発する大災害においては、
すべての人の素早い避難の有効性が連
日メディアでも報道されており、取り残さ
れ諦めざるをえなかった要配慮者の命を
救うことになります。
ぜひ、まずは使ってみて実感してください。

兄弟が車いす利用者だったこともあり、幼少
期から車いすの走破性の課題を把握。

会社勤務を経て、長野県上高地のコンサルタ
ントとして、来場者増に向けて、車いすの走破
性向上に可能性を見出していたところ、2011年
3月の東日本大震災で、多くの車いす利用者を

はじめとした要配慮者及び介助者・ご家族が避
難できなかった事実を知り、車いすの走破性向
上が命を救うきっかけになると確信。2年の歳
月を経て「JINRIKI」を開発、商品化に至る。

【プロフィール】
中村 正善
昭和３３年生まれ。
㈱JINRIKI代表取締役社長。

観光庁ユニバーサルツーリ
ズム検討会委員、視覚障害
者文化振興協会理事等を歴
任。日本発明大賞、福祉機
器コンテスト最優秀賞など受
賞多数。
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【中央発條株式会社】
創業 1925年3月
資本金 108億37百万円
資本構成 トヨタ自動車24.11％他

自動車用ばね・ケーブル大手メーカー
トヨタ自動車初めカーメーカー全般
建築用部材、医療福祉機器、鉄道用部品製造

「JINRIKI®QUICK3」は、名古屋鉄道グループの名鉄百貨店が
製造・販売元となり、トヨタ自動車系列の中央発條が

OEM先として製造を担います。

「JINRIKI®QUICK3」 製造・販売について

【株式会社名鉄百貨店】
創業 1952年12月
資本金 1億円
資本構成 名古屋鉄道100％

名古屋駅で百貨店営業
不動産業、駐車場事業、外商事業

【商品や販売に関するお問合せ先】 株式会社名鉄百貨店 営業企画室

Tel：052-585-2410 Mail:jinriki@mds.meitetsu.co.jp 担当：諸岡、横井


